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２０１３年度事業報告 
 

理事長報告 
 第５５代理事長 佐藤 太造 

 

２０１３年度は「時代を拓く、白河ＪＣの力」～人と人との繋がりが、まちと子供たち

の未来を創り出す～というスローガンのもとスタートを切りました。新年会に始まり各月

の定例会と第５回大昭和祭りの開催、ご当地キャラ制作事業（しらかわん）、創立５５周年

記念式典、創立５５周年記念プロジェクト「新日本プロレスからのメッセージ」、ベガルタ

仙台レディース応援バスツアー、卒業式、忘年会など多くの事業を開催することが出来ま

した。 

振り返ると本年は５５周年という事もあり、メンバーには本当に頑張ってもらったと感

謝しています。特に年本逸人委員長率いる総務委員会には 1 年間、調整役と各式典の担当

として私は支えられてここまで来たという事を言いたいのです。「本当にありがとう」。そ

れぞれの担当委員会にもキーマンがおり、私が思い描いた「まちと子供たちの未来」を創

造できたと確信しております。「しらかわん」は蛭田晋一郎という男が作りました。子供た

ちの未来はもちろん、地域の未来に大きな影響を与えてくれるでしょう。照井耕輔委員長

が感動で涙した「新日本プロレスの選手からの子供たちへのメッセージ」は震災と戦う福

島の子供たちへ、勇気と強い心を伝えられました。 

私達が行う運動は必ずしも幅広い年齢層のニーズあったものではありません。しかし、

ほんの小さな明かりが大きな太陽となる事を願い、訴え続ける事こそが明るい豊かな社会

への道だと信じてやって来られたのは仲間と一緒だったからです。自分達が信念を持って

行動する事は、きっと誰かが見ていてくれる。わかってくれる。実感させて頂いた１年で

した。地域と共にまちを作るという面においては、白河市の鈴木和夫市長からの絶大なる

信頼と後押しを頂いた事、我々の運動にご理解を頂いているという事に心からの感謝を申

し上げます。そして、それらの全ては白河青年会議所ＯＢの先輩方のおかげであります。

我々現役メンバーに対し多大なるご協力とご支援を頂きました。本当にありがとうござい

ました。 

結びになりますが、「白河ＪＣの力」というのは先輩方、現役メンバーそれぞれが持って

いる力の集合体でございます。白河ＪＣに関わりある全ての人に伝えます。繋がりこそが

力です！1年間本当にありがとうございました。 

 



直前理事長報告 

直前理事長 櫻岡 敏之 

 

 直前理事長として、第５５代 佐藤太造理事長を筆頭に、２０１３年度体制を尊重しなが

ら陰ながらバックアップさせていただいた１年でありました。それが「ひと」の成長を助

長できることと信じながら。そして１年、理事の皆様そして会員の皆様は５５周年という

こともあり、特に負荷の多い１年であったと思いますが、それぞれがよき経験、体験をし

ながら今達成感に満ちているのだろうと思います。まさにＪＣらしさを生身で感じたこと

はこれからの様々な活動で生かせるものと確信しております。ぜひともそれらの体験、経

験を２０１３年度の礎として、会員の皆様に伝播していってほしいと思います。 

最後に、佐藤太造理事長には企画室室長から理事長までの２年間、個人的にも大変お世

話になり、そして、白河ＪＣの理事長として、本当にお疲れさまでした。 

 

副理事長事業報告 

企画室担当副理事長 芳賀 篤徳 

 

時代を拓く、白河ＪＣの力 ～人と人との繋がりが、まちと子供たちの未来を創り出す

～ のスローガンのもと、佐藤理事長と２０１３年がスタートしました。企画室担当副理

事長（企画室長）という大役を拝命し、渡辺力副室長と鈴木豪彦副室長と企画室の運営を

させていただきました。企画室スタッフ会議、企画室会議と各種事業や定例会の議案を精

査するにあたって、上程される議案をいかによりよいものにするかを議論し、理事会への

上程に繋げるかを基本としてやってきました。議案の内容を通じて、委員長の想いや委員

会の姿勢を鑑みることができました。また想いを文章や議案に落とすことの難しさも痛感

しました。各委員会への参加の中で、その時点での想いが議案に反映されてないことや文

章にすると違う意味合いにとられることが多くあり、委員長や委員会も苦労したことと思

われます。しかしながら、苦労があったからこそ各種事業、定例会の成功に繋がったと思

います。 

我々企画室でも２月定例会、じゃがいもコンペの事務局、第５回大昭和祭りを担当させ

ていただきました。２月定例会では、鈴木市長にお越しいただき「輝かしいしらかわの未

来を切り拓くためにＪＣに期待すること」と題し、熱い期待をご講演いただきました。大

昭和祭りは、白河ＪＣにとっても大変大きな事業であります。行政や地域の方々に様々な

形での支援をいただき、各委員会の協力のもと、今までにない来場者を迎え開催すること

ができました。本当に感謝に絶えません。佐藤理事長にも前年の担当者として様々なアド

バイスをいただき、各委員会からは惜しみない協力をいただき、私の不足している部分を



補っていただきました。そして、両副室長には、連日に渡る深夜までの打合せや業務を共

にやっていただき、本当に深く感謝しております。この経験はかけがえのないものになっ

たのは言うまでもありません。 

 ２０１３年度は、私も学びの多き一年となりました。会議の進行や各委員会との調整等、

他の役職では経験することのない学びを得ました。しかしながら、会議の進行等で会議に

参加していただいたメンバーにはご迷惑をお掛けしたことは反省し、深くお詫び申し上げ

ます。この学びによって得たものを２０１４年度は恩返ししたいと思います。 

 ２０１４年度は、第５６代理事長として白河青年会議所の歴史に恥じぬよう努力してい

きたいと思います。そして、地域や地域の方々のため、メンバーのために活動してまいり

たいと思います。２０１４年度も何卒宜しくお願い致します。 

 

財政室担当副理事長 根本 誠司 

 

２０１３年度、佐藤理事長のもと、財政室担当副理事長を仰せつかり、継承と信頼のス

ローガンの元、３月定例会・財政審査会議・公益法人格報告申請を担当させて頂きました。

公益社団法人格の認定から３年目を迎えました我が白河ＪＣですが、時代の変革の波に負

けない体制作りし高い意識の公益事業を行なっていこうと予算面の精査を中心に行なって

参りました。 

また、福島県からの公益法人格の膨大な書類等の再協議においては２人の副室長に支え

られ、苦しい時を乗り越え財政室の力を結集し年内に全ての申請を終了させる事が出来ま

した。今年１年培った公益法人格の知識は次年度体制へと有機的な連携が図れればと思い

ます。 

最後にご指導頂きました、三役・理事・メンバーの皆様へ感謝申し上げます。そして齋

藤副室長、飯村副室長１年間、誠にありがとうございました。 

 

人間力担当副理事長 安部 和幸 

 

２０１３年度、人間力開発委員会では子ども達へむけて未来への種を蒔こうと様々な事

業を行って参りました。大昭和祭りでのステージアトラクションの運営に始まり、５月定

例会「繋がりを力に変えるソーシャルメディア活用セミナー」、５５周年記念プロジェクト

「新日本プロレスからのメッセージ」、そして１０月事業「ベガルタ仙台レディース応援ツ

アー」と盛り沢山の１年となりました。照井委員長をはじめとする委員会メンバーは過大

なプレッシャーの中、本当に良くやってくれたと思います。特に５５周年記念プロジェク

トはＣＭ作成、学校及び幼稚園訪問、プロレス大会と、期間も予算上も対象者の数も私が

これまで関わってきた事業の中で最大級のものとなりました。このプロジェクトの活動に

あたっては、福島の子ども達がどんな未来へも立ち向かうことができるような強くタフな



人間になってほしい、そのために今できることをしたいという思いで委員会をはじめとす

るメンバー全員が団結して行動してきました。この場をお借りして特別会員の皆様をはじ

めとする多くの方々のご協力に心より感謝申し上げます。最後に、この記念すべき年に５

５周年記念事業を担当する副理事長という重大な職を全うできたことに感謝申し上げると

ともに、この経験と反省をこれからの活動に生かしていけるよう励んで参ります。ありが

とうございました。 

 

地域力担当副理事長 瀬谷 隆志 

 

本年は地域力担当副理事長を仰せつかり、まちづくり系の委員会を担当させていただき

ました。私自身、初の副理事長ということもあり委員会メンバーには多分に迷惑をかけて

しまいました。しかし、蛭田委員長をはじめ優秀な委員会メンバーのおかげをもちまして

無事に１年間の役職を全うすることが出来ました。 

思い起こせば６月の定例会において白河の歴史を学び、そこから白河の将来について考

えました。そこで学び得たものを活かし、白河の魅力を十分に発信するするツールとして

「しらかわん」が誕生いたしました。 

今年１年の活動がすべてまちづくりのためにリンクして終えることができたことは、委

員会としての理想形だったのではないかと考えます。これもすべて、委員会メンバーの頑

張りがあってからこそ成し得たものであり、誰ひとり欠けることなく１年間活動できたこ

とが何より地域力発信委員会の団結力であり、絆であると思います。今後、活動の場所が

それぞれになっても、ここで得た友情はずっと続いていくこと信じております。 

 

会員力担当副理事長 緑川 直人 

 

２０１３年度は白河青年会議所創立５５周年という節目の年であり、私自身現役最後の

年となるたいへん思い出に残る年となりました。 

佐藤太造理事長の掲げたスローガンの一文にある、人と人との繋がりが、まちと子供たち

の未来を創り出すという言葉を、本年度の大切なパートナーとなった十文字俊之委員長が

精一杯理解し行動するなかで成長していく過程を見守る 1年間となりました。 

１年間を通して最後までメンバーが一丸となって行動することによってすべての事業が大

変素晴らしい物となったと思います。 

十文字委員長お疲れさまでした。無邪気さと時折感じる慎重さが貴方の良さです。これ

からもたくさんのことを経験し吸収しながら会を盛り上げていって下さい。 

そして、会員力向上委員会メンバーの皆さん大変お世話になりました。今後も変わらぬお

付き合いよろしくお願いします。 

最後に佐藤太造理事長におかれましては周年の理事長という大役を見事に果たされ本当



にお疲れさまでした。そして公私ともに本当にお世話になりました。 

これからは卒業生として皆様の活動を陰ながら応援させて頂きたいと考えております。 

今後の白河青年会議所メンバーの皆様の更なるご活躍を期待しております。 

 

総務担当副理事長 鈴木 浩一郎 

 

私自身、昨年度まではとても謙虚に事業報告を書かせて頂きましたが、今年度は昨年度

に続き副理事長を務めさせて頂いたこともあり、この立場なりに責任感や覚悟を貫いてき

たつもりですので、ありのまま、思いのままに事業報告させて頂きます。 

ずっと以前より創立５５周年記念式典を担当したいという思いがありました。ましてや

中学校の先輩であり、白河ＪＣ同期入会で、誰よりも今まで苦楽を共にした第５５代佐藤

太造理事長であれば尚更のことです。私の細やかな性格を熟知し、私を心から信頼して総

務担当副理事長という役を与えて頂いたこと心から光栄に思います。だからこそ誰にも真

似できない私にしかできないやり方で、副理事長として佐藤理事長をお支えし、華を持た

せ、誰よりも輝かせよう…その思いを１年間、もっと言えば理事長になると決断された時

からずっと思い続けてきました。 

私には佐藤理事長に華を持たせ、輝かせてきたつもりです。そして間違いなく記憶に残

る創立５５周年記念式典だったと確信してやみません。私は副理事長という役職に真摯に

向き合い佐藤理事長から指名された誇りと責任感、覚悟をもって務めてきたと自信を持っ

て言えます。また時には壁となり委員会を守ってきたとも自負しております。そしてそこ

には同じベクトルで共に歩みを進め、委員会で絶大なリーダーシップを発揮した年本委員

長とチームワーク抜群の総務委員会メンバーの存在があったという事実は言うまでもあり

ません。総務委員会は正直私が居ても居なくても全てをこなせるメンバーばかりでした。

メンバーには個人の力あり、それが結集しズバ抜けたチームの力があります。言い換えれ

ば、私も含め表面上の付き合いではなく、本気でぶつかり合ったからこそ成し得た１年間

だったと思っております。我々の思いが詰まった創立５５周年記念式典では委員長のよう

な達成感というか、やりきった感というか、そんな気持ちにさせてくれた年本委員長。あ

なたには本気で語れる友として心から感謝しています。そして委員長を支え続け、盛り上

げ役と引っ張り役を全うした白岩副委員長。いつも笑顔で最大限の協力をしてくれた委員

会メンバーの皆さん本当にありがとう。２０１３年度総務委員会は最強の委員会です。 

結びに、佐藤理事長大変お疲れ様でした。１年間気苦労が付きまとったかも知れません

が、あなたの下で副理事長を務めさせて頂いたこと私の誇りです。感謝しています。また

本年総務委員会にご協力いただきました全ての皆様に感謝を申し上げて事業報告とさせて

頂きます。詳しい事業報告は年本委員長の頁をご覧ください。 

 

 



顧問報告 

顧問 山田 顕一郎 

 

 昨年同様、JC 活動の中枢を担う理事を中心とするメンバーの意向を尊重し、求められた

場合は携わらせていただきました。私が貢献できたことは殆ど無いようなもので、佐藤理

事長を筆頭に副理事長以下多くのメンバーが立派に各々の役職や立場を全うされ、創立５

５周年に相応しい素晴らしい結果を残せたのではないでしょうか。本当にお疲れ様でした。 

 

監事報告 

監事 青木 大 

  

２０１３年度監事を務めさせて頂きました。 

本年は当青年会議所が記念すべき創立５５周年の年でした。この年に監事として私は、

このＬＯＭに後輩たちに何が残せるのか？監事として何をすべきなのかを考えました。思

ったことは言おう！しかし、皆を信頼し考えに考えた事には黙って応援させて頂きました。 

本来の監事として皆様方のお役に立てたかは分かりませんが、一年間ありがとうござい

ました。 

 

監事 運天 直人 

 

２０１３年度は、監事の大役を頂きましてありがとうございました。 

また１４年という長いＪＣライフでしたが、おかげ様で無事卒業することが出来ました。 

本年は自分なりに今まで経験してきたことを基に講評をさせて頂きましたが、悔いの残

らないようにと厳しいことも言ってきたつもりです。そんな中で現役のメンバー達が意識

をして取り組む姿勢が見られたことが嬉しく、これからも任せていける人材が育っている

ことを確信しております。 

最後に本年卒業に当たり、今まで私に関わっていただいた全ての皆様に心から感謝申し

上げ、監事報告とさせて頂きます。 

今まで本当にありがとうございました。 

 

 

 

 



監事 増子 国安 

 

５５周年の節目の年に監事の役職を務めさせていただき、ありがとうございました。２

０１３年は事業展開の中で、今後の白河の発展に寄与できる事業を残して一年間を終える

ことができたと感じています。会の運営に於きましては今までの経験を活かし、責任ある

役職を果たせるよう一年間活動してまいりましたが至らない点が多々ありました。一年間

一緒に監事として活動した青木大君、運天直人君から学んだ事を次年度以降のＪＣ活動に

活かしていきたいと思います。最後に５５周年の大変忙しく、重要な年にＬＯＭメンバー

全員に思いを伝えながら今後の白河ＪＣの為にご活躍された、佐藤太造理事長ありがとう

ございました。 

 

専務報告 

専務理事 矢田部 展崇 

 

本年度、白河ＪＣの潤滑油となるべく『笑顔』と『配慮』を忘れないよう専務理事とし

て一年間ＪＣ活動をおこなってまいりました。 

公益社団法人日本青年会議所本会や福島ブロック協議会、外部団体などとの連絡調整、

会全体のスケジュール調整、各種大会や会議の設営、そして専務理事として理事長の補佐

など他にも沢山の目に見えない任務がありましたが、すべてにおいて１００％満足できる

結果を残すまでには至りませんでした。創立５５周年という節目に憧れの佐藤理事長の専

務として、プレッシャーと自分の力の足りなさに悩む一年でした。今思えば、あの時電話

一本でもしていれば・・・。もっと早く気が付いていれば・・・。など心残りはたくさん

あります。そんな私をサポートしてくれた総務委員会の皆様やメンバーの皆様のおかげで、

今自分にできることを精一杯務めさせていただきました。専務理事として、人として至ら

ぬ点が多々あったと思いますが、この一年間はＪＣに入会後、今までにない緊張と経験を

数多く積ませて頂いた一年でした。自分の背中で教えてくれていた佐藤理事長に、そして

負担のかかるお願いにも快く引き受けてくれたすべてのメンバーの皆様に最大限の感謝を

申し上げます。一年間大変お世話になりました。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 



企画室事業報告 

企画室副室長 渡辺 力 

 

２０１３年度の企画室は「一緒懸命～地域のため、住民のため、自分達のために共に駆

け抜けよう～」というスローガンのもと一年間活動してまいりました。その一年間の活動

報告と感想を記します。 

第５回大昭和祭りは例年続いている継続事業であり、各委員会協力のもとに行われる全

体事業ですが、自分の委員会で主管する事業としては最大規模の事業でした。そのためＪ

Ｃ内部と外部の調整など多岐にわたり大変でしたが、その分やり甲斐のある事業でした。

特に、白河の高校生に描いてもらった看板がマイタウンに掛かった時はうれしかったなぁ。

達成感の大きい事業でした。多くのお客様に喜んでいただけた事業となりメンバー皆様に

感謝です。 

年間を通じて全１２回行われた企画室会議・企画室スタッフ会議は理事長の所信に基づい

て事業が計画されているかを精査する会議体です。企画室会議の運営については、各委員

会との調整不足、また勉強不足のために企画室出席メンバーにはご不便をお掛けしました。

私自身、勉強になった一年でありました。 

結びに、私を副室長に選んでいただいた芳賀室長、何かとご助言いただいた理事メンバ

ーのみなさまには本当にお世話になりました。この場をお借りして感謝申し上げます。ま

た、委員会と掛け持ちで時間を作ってくれたスタッフのみなさんにも感謝します。 

一年間ありがとうございました。 

 

企画室副室長 鈴木 豪彦 

皆様のおかげで無事一年間に終えることができました。心より感謝申し上げます。 

２０１３年度の企画室は「一緒懸命～地域のため、住民のため、自分達のために共に駆け

抜けよう～」のスローガンのもと活動してきました。 

企画室の主な活動内容としては会議の運営と大昭和祭りの開催ですが、中でも大昭和祭

りが一番印象に残っています。連日準備に追われた日々が懐かしく思われます。個人的に

は今までのＪＣ活動で間違いなく情熱を傾けました。一年間活動を共にして頂いた芳賀企

画室長、渡辺副室長色々とご指導ありがとうございました。またメンバーの皆様お世話に

なりました。 

 

 

 



財政室事業報告 

財政室副室長 飯村 悟 

 

今年、財政室で白河青年会議所の議案、予算の流れを知ることできました。初の理事に

なり、緊張感のある理事会議案の上程、そして事業報告など今まで経験できなかったこと

を学ぶことができました。理事会で学んだことを、今後のＪＣ活動、自分の会社で生かし

ていきたいと思います。最後に佐藤理事長、今年一年間財政室副室長として任命して頂き

ありがとうございます。そして、根本財政室長、斉藤財政副室長一年間お世話になりまし

た。 

本当にありがとうございました。 

 

財政室副室長 斎藤 淳 

創立５５周年という記念の年に財政室副室長を務めさせていただき、会員の皆様には大

変感謝しております。合わせて公益法人格を取得してから３年目ということで申請内容の

訂正、修正を夏から始めこの年末まで従事させていただきました。何もわからないところ

から始まり、根本室長の指導を仰ぎながら苦難の連続でしたが年内には修正することがで

き、まずは安心しております。 

ＪＣ活動は奉仕、友情、修練と３信条を掲げています。なんで、自分がこんなことをし

なければならないのか、こんなに苦労しなければならないのか、迷いや悩みが過った時、

この３信条を思いだし自分を奮い立たせ邁進してまいりました。そうした中で感じた責任

を持ってやり遂げようという仲間との共感は活動の中で得たもっとも大きなものだと思っ

ています。自分が出来ないことに挑戦することがＪＣ活動の最たるものだと思います。出

来ることを引き受け、自分の力で可能な限りやり遂げることも重要で必要なことですが、

仲間に頼りひとつひとつ積み上げ成果を残していくことが友情を強固なものにし、自分自

身の有意義な修練になるのではないでしょうか。 

末筆になりますが、1 年間大きな気持ちで見守っていただきました根本室長、やさしさと

思いやりで場を和ませてくれた飯村副室長、そしてこの役職を与えていただきました理事

長はじめとしたメンバーの皆様に感謝申し上げます。 

 

 

 

 



人間力開発委員会事業報告 

人間力開発委員会委員長 照井 耕輔 

 

 「時代を拓く、白河ＪＣの力」～人と人との繋がりが、まちと子供たち未来を創り出す

～という２０１３年度佐藤太造理事長スローガンの基、我々人間力開発委員会では「未来

への種を蒔こう」というスローガンを掲げました。大昭和祭りでは「楽」担当委員会とし

て、活気あふれる人々の創出をめざし、大昭和ステージやプロレス会場を出演者と共に大

いに盛り上げ、５月定例会ではソーシャルメディアの基礎をメンバーと共に学び、今では

様々な事業や活動で情報発信や情報収集ツールとして活かす事ができるまでに至りました。 

創立５５周年という大きな節目に重要な役職を与えていただき、たくさんの気づきや経

験をさせていただきました。創立５５周年記念式典前には新人セミナーを開催し、新人メ

ンバーたちにも歴史と伝統のある白河ＪＣメンバーの一員になってもらうため礎を学んで

もらい、同じ志を持ちながら、ご来賓の皆様をおもてなしすることができました。また５

５周年記念事業の担当委員会として、「新日本プロレスからのメッセージ」と題し、創立５

５周年記念プロジェクトを展開しました。１０月事業ではベガルタ仙台レディース応援バ

スツアーを実施し、子どもたちに【あきらめなければ道は拓ける！】ということを伝えま

した。どちらも子どもたちの明るい未来に繋がる事業として企画しましたが、とても一委

員会ですべてを担える事業ではなかったので、委員会の枠を超え、各室、各委員会に多大

なるご協力を頂き、感謝の気持ちでいっぱいです。記念プロジェクトの白河大会が終わっ

た後、達成感だったのか安堵感だったのか、今となっては忘れてしまいましたが（笑）、自

然と溢れ出てきた涙は、私の中で一生忘れることがないであろう経験となりました。 

 今年一年、委員長という役職を全うできたのは、安部担当をはじめとする人間力開発委

員会メンバー、そして多くの方々の支えがあったからこそ！この場をお借りして２０１３

年度の各会議でのご意見・ご質問、各事業へのご協力に対し改めて感謝申し上げます。本

当に一年間ありがとうございました。 

 

地域力発信委員会事業報告 

地域力発信委員会委員長 蛭田 晋一郎 

 

「個性の尊重と活用」をスローガンと掲げ、しらかわ地域のまちづくりを目的に一年間

活動してまいりました。これは、佐藤理事長が所信にて表明する「この地域の特性や文化

などを発信する事業はあまり見受けられない」という問題意識に基づき、そこに住む人に

対しても、住んでいない人にもしらかわが魅力的なまちであることを発信することを狙い

としておりました。また、委員会としては一人ひとりが個性を発揮し、活き活きと取り組



める委員会活動を運営することを信念としてまいりました。 

６月定例会「しらかわ歴史勉強会 ～故きを温ねて、新しきを知る～」では白河市都市

政策室室長 佐川庄司氏にご講演いただき、会員一人ひとりがしらかわの持つ歴史的意義・

魅力の一端に触れることができました。 

「白河市ご当地キャラ制作事業」では、９月２１日及び２２日に開催されました「ご当

地キャラこども夢フェスタｉｎ白河」という最高の舞台で「しらかわん」をお披露目させ

ていただくことができました。当該イベント後は、ほぼ毎週、行政や各団体のイベントか

ら出演依頼をいただいたり、キャラクター掲載のご依頼をいただいたりしております。 

もちろん、反省すべき点は多く残っておりますが、佐藤理事長の掲げる「特性や文化を

発信する」土壌を形成することができたと確信しております。これらの成功は、福島県・

白河市をはじめとする行政や白河商工会議所などの各団体の多大なるご協力の賜物であっ

たと、深く感謝申し上げます。また、白河青年会議所会員およびシニア会員、事務局員の

中村さんのご理解とご協力なくしては完成できなかったものです。心より御礼申し上げま

す。 

そして、最後に、委員長である私を温かく、そして力強く支えてくれて、一年間をとも

にしてくれた地域力発信委員会のみなさん、心からありがとう。一年間、本当に楽しかっ

た。 

 

会員力向上委員会事業報告 

会員力向上委員会委員長 十文字 俊之 

 

「～想いを現実に～高めよう己の資質」をスローガンに掲げ、白河青年会議所が地域に

必要な団体として在り続ける為に、各々が高いスキルと経験を得る事。自分に傲る事なく、

感謝の気持ちや礼儀作法といった白河青年会議所らしさを伝える事。そして、変化するこ

とを恐れる事なく果敢に挑戦し、志を継承できる事業展開を事業方針として、一年間活動

させて頂きました。 

４月定例会には～心・仲間と共に自己修練 早朝坐禅～と題し心をコントロールするこ

とを学び、会員の集中力を向上させる事を目的として早朝５時から開催させて頂きました。       

観桜会には南湖周辺の桜も満開の中、多くの方にお集まりいただき、話しに花を咲かせ

ることが出来ました。 

７月定例会には「志」ＶＭＶセミナーと題し白河青年会議所メンバーでもある、青木 大

ヘッドトレーナーにより、ＪＣの目的（Vision）・使命（Mission）・価値観（Values）につ

いて講演戴きました。又、白河青年会議所の動向として会員拡大の重要性について委員会

でも講演させて戴きました。 

１０月定例会には「進むべき「道」を考えよう」と題し、全国各地で自主上映している



「幸せの経済学」という映画を上映させて頂き、本当の豊かさについて見直し、明るい豊

かな社会とは何かを考えることが出来ました。 

事業としては、西白河地域の小中学校と協議の結果、昭和２６年から発行されていた文

集「若竹」を白河青年会議所が発行元として、歴史ある「若竹」を引き継ぐ運びと決定さ

せて頂きました。今後は、継続事業として次年度以降に託して行きます。 

又、西白河地域の子供達が書いた作文・絵画・書写がより多くの人達の目に届く事を願っ

ております。 

一年間を通して、反省するべき所は多くありましたが、委員長を務めさせて頂き、自分

の資質も大きく高められたと感じております。これも、特別会員の皆様を始めとして白河

青年会議所会員の皆様、関係団体の皆様、そして、投げ出したい時、心の支えになってく

ださった担当副理事長、委員会の皆様、多くの方々に支えられていた事を深く感謝申し上

げます。一年間、本当に本当に有難う御座いました。 

 

総務委員会事業報告 

総務委員会委員長 年本 逸人 

 

 ２０１２年１１月の次年度担当定例会に始まり、２０１３年１２月の卒業式まで、１年

以上の活動期間を有する総務委員会において、「脚下照顧」というスローガンを掲げ、ＬＯ

Ｍの土台・基礎となるべく日々邁進して参りました。 

 総会は会の最高決定機関であり、１月、８月、１２月と、毎年の定期行事とはいえ設営

や準備、当日の運営に大変気を使いました。特に１２月定時総会では、新たな取り組みと

して「電磁的方法による招集」を採用し、次年度以降の総務委員会の負担軽減の一助とな

ったと自負しております。 

また、本年度は創立５５周年という新たな節目の年でもございました。そのため、例年

通りの「新年会」という交流の場に加え「創立５５周年記念式典」を主管し、外部協力者

に対しＪＣ運動や各種事業への理解と協力を求めながらこれまでの諸先輩方の功績・歩み

を振り返ると共に、これからの５年間を位置付ける『しらかわ未来ビジョン』発表の機会

を設けることができました。通例の周年式典実行委員会を設けずに、同年度に「新年会」

と「創立５５周年記念式典」という二度の対外交流の機会を総務委員会として主管させて

頂いたことで、委員会メンバーの大きな成長に繋がりました。関係諸団体、白河ＪＣシニ

アクラブ会員、外部協力者にどの程度ご理解・ご満足頂けたかを判断するのは主管委員会

という立場からあえて差し控えさせて頂きますが、少なくとも白河青年会議所メンバー一

人ひとりが、佐藤理事長の掲げる「縁と繋がり」に真剣に向き合い、無限なる結びつきの

中に自らが形成さていることを知る大きなきっかけとなったはずと確信しております。 

 次年度の会議と重なりながら迎えた卒業式では、メンバー各人の想いをひとつひとつ重



ね合わせ、６名の卒業生をお見送りいたしました。卒業生には、次年度以降もＯＢとして

我々現役メンバーを支え続けて頂ける旨のお言葉を頂戴し、笑いと涙の溢れる感動的な卒

業式となりました。 

 上述の事業以外でも、総務委員会には「ＪＣ手帳の作成」「理事会の設営」「各種大会の

調整」等々の会の根幹に関わる職務がございます。いずれの職務においても委員会メンバ

ー全員の協力のもと、比較的スムーズに対応でき、何とか一年間やり遂げることができま

した。 

時には暖かく、時には厳しく、上手に私をコントロールしてくれた鈴木浩一郎副理事長、

私の手の届かない部分に的確に手を届かせる白岩修一副委員長、そして苦楽を共にしてく

れた総務委員会のみなさん、一年間、本当にありがとう！ 

この創立５５周年という記念すべき１年に、総務委員会委員長という立場で携われたこ

と、そしてこの委員会メンバーと一緒にこの年を過ごせたことを心から誇りに思います。 

 

 

公益社団法人日本青年会議所出向報告 

 

人間力大賞運営委員会 会計幹事 青木 大 

 

本年、卒業の年に公益社団法人日本青年会議所の人間力大賞運営委員会に会計幹事とし

て出向をさせて頂きました。 

この出向を引き受けるに当たり、本音を言えば行きたくないやりたくない気持ちでいっ

ぱいでした。しかし、人との出会いで人は成長できることを改めて感じる事ができました。

行きたくない、やりたくないを貫く事も出来ます。しかし、そこに待っているものは堕落

と怠惰だと確信しています。 

今回も折角の与えられた機会を活かすことができました。それは、出向して全うした人

にしか分からないと思います。是非、断らずに前へ進んで欲しいと思います。 

今回の出向で LOM に還元できることは、一緒に出向してくれた現役で残る 2 人が、出向

の良さを伝えてくれる事です。人間力大賞が何をしたかも含めて山田君、斎藤君から聞い

て下さい。 

一年間ありがとうございました。 

 

 

 

 



人間力大賞運営委員会委員 運天 直人 

 

２０１３年度、（公社）日本青年会議所の「人間力大賞運営委員会」に出向させて頂きま

した。この委員会の担いは日本各地で頑張る青年にスポットを当て、その活動に対して応

援すると共に主な活動を全国に発信していくことであり、本年は十分にその担いを果たす

ことが出来たのではないかと思います。また卒業年度という事もありますが、全国の「志

を同じうするもの」と地域の垣根を越えた交流もできたのではないかと思います。 

この一年、自分自身にとっていろんな意味での成長の機会を頂いた事に感謝申し上げ、

出向者報告といたします。ありがとうございました。 

 

人間力大賞運営委員会委員 山田顕一郎 

 

 ２００６年以来久しぶりの日本ＪＣ出向でしたが、とてもよい経験をさせていただきま

した。一緒に出向した青木、運天両監事と斉藤淳君には大変お世話になりました。また、

６月に白河で委員会を開催した際は、佐藤理事長をはじめとする多くの白河のメンバーに

ご協力いただいたこと、委員会メンバーの一人として改めて御礼申し上げます。ありがと

うございました。 

 

人間力大賞運営委員会委員 斎藤 淳 

 

本年初めて日本ＪＣに出向させていただき、多くの学びをいただきました。参加は十分

でなかったと思いますが、６月白河で開催した委員会に参加させていただき、奉仕の心、

お互いを思う友情を直に感じることが出来ました。貴重な経験をさせていただきました青

木監事、運天監事、山田顧問大変ありがとうございました。 

 

 

福島ブロック協議会出向報告 

 

アカデミー委員会委員長 瀬谷 隆志 

 

気概と覚悟を持った即戦力となる人材育成することを目標に 1 年間活動してまいりまし

た。 

相馬で行われた開校式において、１年間アカデミー委員会で学ぶことを決意いたしまし

た。 



３月の第１回委員会を白河の地で開催し、ＪＣゲーム、ＶＭＶ、ＶＦのセミナーを受講し

ＪＣ運動、活動に際して意味、役割を理解しました。第２回委員会は会津坂下においてＶ

ＭＶ、マインドマッピングを学び論理的思考法を身に付け、自身の考え方を整理すること

で戦略的に考えられる基礎を作ることができました。また、講師の清水先輩はＪＣＩの副

会頭を歴任されたことから、特別に経験談をご講話頂き我々の活動が世界に広がっている

ことを認識することができました。第３回委員会では伊達の地においてＴＡ、ＣＳＲを学

びＪＣの社会に対する役割、使命を理解し、行動に移すきっかけを作ることができました。

第４回委員会はいわきにおいてＣＯＭＣＯＭセミナーを受講することでコミュニケーショ

ン力を向上させ、我々の運動、活動において人間関係を円滑にする手法を学びました。第

５回委員会は再び白河で我々の会議進行の基本でありますロバート議事法を学ぶことで、

会議を円滑に進める手法を学びました。第６回委員会ではプレゼンターを受講し、想いを

実現するために共感してもらい賛同を得るためにプレゼンテーション能力を高める手法を

学びました。第７回委員会は郡山において我々の活動を会員会議所メンバーに見ていただ

きたく、公開型といたしました。第１回委員会より、二つの塾に別れ「ふくしまの未来に

ついて」と大きなテーマを掲げ、いま我々に必要とされ、何ができるかを話し合ってきた

ことを模擬事業という形で発表することができました。最後となる第８回委員会では、１

年間の活動を振り返り、自己を見つめ直すことで今後ＬＯＭへ戻ってから活躍を文字に書

き起こすことでしっかりと認識することができました。 

閉校式において、今年１年間学んだことを受け、会員会議所メンバーの前で自分の言葉

で伝えることで、ＬＯＭの即戦力として活躍する決意を強く持つことができました。 

今年１年間のアカデミー生の成長は目を見張るものがあり、今後の活躍を期待できるもの

でありました。この１年間で得た仲間との絆を大切にし、地域のリーダーとして思う存分

実力を発揮して欲しいと思います。 

最後に出向という成長の場を与えていただき、また、それを支えてくれた仲間に感謝申

し上げます。ありがとうございました。 

 

アカデミー委員会総括幹事 車田 裕介 

 

２０１３年度は（公社）日本青年会議所東北地区福島ブロック協議会アカデミー委員会

に総括幹事として初めて出向させていただきました。県内各地における毎月一回の委員会

開催にあたり、ＬＯＭという垣根を越えて集ったメンバーと過ごした時間は自分自身にと

って貴重な経験となり、たくさんの出会いは貴重な財産となりました。いただいた経験と

財産を今後のＪＣ運動、仕事、日常生活に生かしていきたいと思います。 

最後に、同委員会に委員長として出向された瀬谷委員長一年間本当にお疲れ様でした。

そして多大なる御協力賜りました佐藤理事長ありがとうございました。 

 



アカデミー委員会委員 十文字 宗博 

 

２０１３年度、アカデミー委員会に出向させていただき、様々なセミナーを受講させて

いただきました。そこで、ＪＣとしての考え方を学びました。ＬＯＭに戻った際には、Ｊ

Ｃとしての考え方に加え、市民に喜んでいただけるよう行動して行きたいと思います。む

すびに、出向にご理解、ご協力いただいた理事長をはじめとする白河ＪＣのメンバーに感

謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

アカデミー委員会委員 橋本 恵一 

 

２０１３年度公益社団法人日本青年会議所東北地区福島ブロック協議会アカデミー委員

会に出向させて頂きました橋本恵一です。一年間出向させていただきありがとうございま

した。アカデミー委員会で数々のセミナーを受けさせていただき一年間で数多くの学びを

させて頂きました。また数々の仲間とも絆を深く深めることができ非常に充実した一年間

を過ごさせて頂きました。オープン委員会の発表の際には数多くの皆様方に参加していた

だき真にありがとうございました。 

アカデミー委員会で学んできた数々のことを生かし今後白河青年会議所をはじめとする

ＪＣ活動に生かしていきたいと思います。 

 

ブロック大会実行委員会委員 渡辺 力 

 

２０１２年度に引き続き、ブロック大会実行委員会に出向させていただきました。２０

１２年度のブロック大会実行委員会のメンバーである会津喜多方青年会議所の安田実君か

ら「今年も一緒にやらない？」とのお声をかけていただいたご縁で２年連続の出向をさせ

ていただきました。ありがたいことです。 

ブロック大会は式典で、ステージ上の登壇者の立ち位置などの誘導をさせていただきま

したが、ステージの下で「客席から邪魔にならないようにと身をかがめて」との指示のも

と大半の時間身をかがめているのが思いのほか大変でした。それはさておき、出向したこ

とでブロ長の亀澤会長をはじめ委員会メンバーと多くのご縁をいただけたのが最大の収穫

でした。ありがたいことです。 

 出向に送り出していただいた佐藤理事長に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 



ＬＯＭ支援委員会委員 遠藤 博己 

 

福島ブロック協議会ＬＯＭ支援委員会に出向させて頂き、県内各地の同じ志を持った仲

間と活動し、絆を深めることが出来ました。 

ブロック協議会にはこれまでアカデミー委員会に２回、総務委員会に２回出向していま

したが、今回は初めての委員会での活動ということで苦労もありました。しかし自身にと

って大変気づきの多い委員会活動でした。今後はこの一年間で学んだことをＪＣ活動にお

いて最大限に発揮し、少しでもＬＯＭにお返し出来ればと思っております。 

出向に対し最大限のご協力をくださいました、佐藤理事長、矢田部専務、メンバーの皆

様、貴重な１年間を有難うございました。 

 

 

組織連携委員会委員 根本 誠司 

 

白河青年会議所から福島ブロック協議会組織連携委員会の委員として出向させていただ

き、早一年間が経とうとしております。組織連携委員会の事業としまして、憲法タウンミ

ーティング・参議院議員選挙公開討論会・各首長選挙公開討論会を精力的に行いました。

各ＬＯＭのレベルの高い優秀なメンバーと事業を行えたことは私のＪＣライフの宝物の一

つになりました。委員会で見事な捌きを見せた石井副会長、そして統率力を発揮した若松

委員長何から何まで大変お世話になりました。出向に御支援頂きましたメンバーの皆様誠

にありがとうございました。 

 

 



総会名 月日 場所 議事内容
第１号議案　公益社団法人白河青年会議所２０１２年度事業報告承認の件
第２号議案　公益社団法人白河青年会議所２０１２年度収支決算承認の件及び監査報告

第３号議案　２０１３年度理事選任の件

第４号議案　２０１３年度監事選任の件

第５号議案　２０１３年度事業方針（案）承認の件

第６号議案　２０１３年度収支修正予算（案）承認の件

第1号議案  公益社団法人白河青年会議所２０１３年度収支補正予算（案）承認の件
第２号議案 公益社団法人白河青年会議所２０１４年度理事推薦案承認の件
第３号議案 公益社団法人白河青年会議所２０１４年度監事推薦案承認の件

第１号議案 公益社団法人白河青年会議所２０１４年度事業計画（案）承認の件
第２号議案 公益社団法人白河青年会議所２０１４年度収支予算（案）承認の件

１．総会

１月定時総会

８月定時総会

１２月定時総会

１月２１日（月）

８月２３日（金）

１２月７日（土）

白河JC会館

白河JC会館

ホテルサンル-ト白河



回 月日 場所 審議事項

１. １月定時総会事業報告について

２. ２月定例会について
３. 第５回大昭和祭りについて
４. 名義後援依頼について
１．３月定例会について
２．観桜会について
３．第５回大昭和祭りについて
４．新年会 事業報告について
５．２月定例会 事業報告について
１．４月定例会について
２．５５周年記念式典について
３．３月定例会 事業報告について
４．第５回大昭和祭りについて
１．５月定例会について
２．５５周年記念式典について
３．名義後援依頼の件について
１．４月定例会事業報告承認の件
２．観桜会事業報告承認の件
３．５月定例会事業報告承認の件
４．第５回大昭和祭り事業報告承認の件
５．資格審議委員会（案）承認の件
６．新人セミナー（案）承認の件
７．６月定例会（案）承認の件
８．創立５５周年記念式典（案）承認の件
９．名義後援依頼承認の件
１．新人セミナー事業報告承認の件
２．中期ビジョン承認の件
３．５５周年記念式典承認の件
４．7月定例会承認の件
５．ご当地キャラ作成事業承認の件
６．５５周年記念プロジェクト承認の件
７．名義後援依頼承認の件
１．６月定例会事業報告承認の件
２．７月定例会事業報告承認の件
３．８月定時総会（案）承認の件
４．５５周年記念プロジェクト（案）承認の件
５．２０１３年度収支補正予算（案）承認の件
６．２０１３年度役員審議委員会報告書 承認の件
１．創立55周年記念式典 事業報告（案）承認の件
２．９月定例会（案）承認の件
３．１０月事業（案）承認の件
４．５５周年記念プロジェクト予算書について
１．８月定時総会事業報告（案）の件
２．１０月定例会（案）の件
３．「若竹」発行事業（案）の件
４．名義後援依頼の件
１．１０月定例会事業報告（案）の件
２．「若竹」発行事業事業報告（案）の件
３．１１月定例会（案）の件
４．１２月定時総会（案）の件
５．卒業式（案）の件
６．忘年会（案）について
７．しらかわん規約について
８．名義後援依頼について
９．２０１４年度事業計画（案）について
１０．２０１４年度収支予算（案）について

白河JC会館11月5日(火)

白河JC会館

白河JC会館

白河JC会館

白河JC会館

白河JC会館

白河JC会館

白河JC会館

白河JC会館

白河JC会館

6月5日(水)

7月4日(木)

8月5日(月)

9月5日(木)

10月7日(月)

6

7

8

9

10

２．理事会

1

2

3

4

5

2月5日(火)

3月6日(水)

4月5日(水)

5月7日(火)



１．創立５５周年記念プロジェクト補正予算（案）の件
２．９月定例会事業報告（案）の件
３．白河ご当地キャラ制作事業報告（案）の件
４．１０月定例会事業報告（案）の件
５．「ベガルタ仙台レディース応援＆選手たちとのふれあいバスツアー」事業報告（案）の件
６．創立５５周年記念プロジェクト事業報告（案）の件
７．１１月定例会事業報告（案）の件
８．代表理事選任について
９．２０１４年度理事長所信（案）の件
１０．２０１４年度組織図（案）の件
１１．２０１４年度職務分掌（案）の件
１２．２０１４年度運営規則（案）の件
１３．２０１４年委員会スローガン（案）について
１４．２０１４年度年間スケジュール（案）の件
１５．２０１４年度新年会（案）の件
１６．名義後援依頼（案）の件
１．１２月定時総会事業報告について  
２．卒業式事業報告について  
３．忘年会事業報告について      
４．２０１３年度事業報告について   
５．２０１３年度収支決算について  
６．２０１４年度理事立候補者（案）について    
７．２０１４年度監事（案）について    
８．２０１４年度収支修正予算（案）について
９．２０１４年度1月定時総会について
１０．２０１４年度新年会（案）について
１１．若竹事業（案）について

白河JC会館12月4日(水)

12 1月8日（水） 白河JC会館

11



例会 月日 場所 内容
２月定例会 ２月定例会「輝かしいしらかわの未来を切り拓くためにJCに期待すること」　
（企画室 ） 講師例会　　講師　西白河地方市町村会会長  鈴木和夫氏
３月定例会 ３月定例会「明るいしらかわを創るために公益を学ぼう」
（財政室） 研修例会
４月定例会 ４月定例会「心・仲間と共に自己修練　早朝座禅」
（会員力向上委員会） 講師　聯芳寺住職　竹貫　博隆　様
５月定例会 ５月定例会「繋がりを力に変えるソーシャルメディア活用セミナー」
（人間力開発委員会 ） 講師例会　　久野エンジニアリング　代表：久野雅己様
６月定例会 ６月定例会「しらかわ歴史勉強会～故きを温ねて、新しきを知る～」
（地域力発信委員会） 講師例会　　講師　白河市都市政策室室長 佐川庄司様
７月定例会
（会員力向上委員会）

７月１７日（水） 白河JC会館
７月定例会　「志」VMVセミナー
講師例会　　青木　大ヘッドトレーナー

９月定例会
（専務理事）

９月１８日（水） 白河JC会館
９月定例会「～あなた自身と、あなたの企業を見つめなおす。～JC青経塾」
講師例会　　公益社団法人日本青年会議所　地域グループ　未来の企業創造委員会

１０月定例会
（会員力向上委員会）

１０月１８日(金） 白河JC会館
１０月定例会　進むべき「道」を考えよう
研修例会

１１月定例会
（総務委員会）

１１月１８日（日） 白河JC会館
１１月定例会
次年度担当定例会

白河JC会館

白河JC会館

３．定例会

２月１９日（火）

３月１８日（月）

４月１５日（月）

５月１７日（金）

６月２６日（水）

白河JC会館

白河JC会館

白河JC会館



月日（曜日） 行　事　内　容 場　　所
新春市民交歓会 鹿島ガーデンヴィラ

2013年度第6回役員候補者会議 白河JC会館

5日（土） （公社）会津青年会議所新年会 会津若松市

2013年度第5回役員候補者会議 白河JC会館

2013年度第４回県南６ＪＣ理事長候補者会議 郡山市

11日（金） 第3回企画室スタッフ会議 白河JC会館

白河リトルリーグ鏡開き 白河市産業プラザ 人材育成センター

平成２５年白河市成人式 白河市民会館

15日（火） 大昭和祭りコンセプト共有ミーティング 白河JC会館

16日（水） （社）行田青年会議所新年会 行田市

17日（木） 白河商工会議所女性会　新年会 鹿島ガーデンヴィラ
18日（金）～20日（日） 京都会議 京都

21日（月） 1月定時総会 白河JC会館

22日（火） （公社）郡山青年会議所　新年会 郡山市

23日（水） 白河商工会議所青年部　新年会 ホテルサンルート白河

24日（木） 白河ユネスコ協会役員会及び新年会 白河市役所

25日（金） （公社）白河青年会議所　新年会 ホテルサンルート白河

29日（火） 白河市都市計画審議会 白河市役所

1日（金） 第1回三役会 白河JC会館

2日（土） 福島ブロック協議会　会員会議所会議 相馬市

5日（火） 理事会 白河JC会館

9日（土） 新東北３つの夢　総決起大会 仙台市

11日（月） 白河ユネスコ協会　だるま市街頭募金 白河市中央公民館前

12日（火） 第4回企画室スタッフ会議 白河JC会館

17日（日） ２０１３年度福島ブロック協議会「新春のつどい」 相馬市

19日（火） 2月定例会「輝かしいしらかわの未来を切り拓くためにJCに期待すること」　 白河JC会館

22日（金） 第4回企画室会議 白河JC会館

中山義秀文学賞　贈呈式・受賞記念講演会 白河市立図書館

鈴木かずお新春の集い JAしらかわセレモニープラザ

24日（日） 牧野富雄氏旭日双光章祝賀会 鹿島ガーデンヴィラ

25日（月） 県南６ＪＣ理事長会議 棚倉町

27日（水） 財政審査会議 白河JC会館

28日（木） （社）東白川青年会議所　新春交流会 新富家

1日（金） 第2回三役会 白河JC会館

ふれあい春まつり すぱーく表郷

福島ブロック協議会　会員会議所会議 伊達市

5日（火） （公社）白河青年会議所シニアクラブ総会 ホテルサンルート白河

6日（水） 第2回理事会 白河JC会館

10日（日） 東北地区協議会　復興創造フォーラム 仙台市

12日（火） 第5回企画室スタッフ会議 白河JC会館

14日（木） 大昭和祭り出店者説明会 白河JC会館

15日（金）
平成24年度国立那須甲子青少年自然の家における「新しい公共」型
の管理運営に向けた試行的実施に関する運営協議会

国立那須甲子青少年自然の家

（社）行田青年会議所　3月定例会 行田市

福島ブロック協議会　2013年度第1回アカデミー委員会 白河JC会館、白河市立図書館

17日（日） 福島ブロック協議会　2013年度第1回アカデミー委員会 白河JC会館、白河市立図書館

18日（月） 3月定例会「明るいしらかわを創るために公益を学ぼう」 白河JC会館

22日（金） 第5回企画室会議 白河JC会館

白河市都市計画審議会 白河市役所

カルチャーネットワーク理事会 白河市産業プラザ 人材育成センター

臨時企画室会議 白河JC会館

財政審査会議 白河ＪＣ会館

28日（木） 県南６ＪＣ理事長会議 白河ＪＣ会館

31日（日） 森まさこ　国政報告会 鹿島ガーデンヴィラ

1日（月） 第3回三役会 白河ＪＣ会館

5日（金） 第3回理事会 白河ＪＣ会館

6日（土） 福島ブロック協議会　会員会議所会議 会津若松市

9日（火） 白河ＪＣじゃがいもクラブ役員会 梅寿

12日（金） 第6回企画室スタッフ会議 白河ＪＣ会館

15日（月） 4月定例会４月定例会「心・仲間と共に自己修練　早朝座禅」 聯芳寺

16日（火） 大昭和祭りオールスタッフ会議 白河ＪＣ会館

19日（金） 観桜会 偕楽園

大昭和大作戦 大工町・新蔵町

（公社）会津青年会議所　定例会 会津若松市

22日（月） 第6回企画室会議 白河ＪＣ会館

25日（木） 県南６ＪＣ理事長会議 石川町

26日（金） 財政審査会議 白河ＪＣ会館

28日（日） 大昭和祭り前日準備 大工町・新蔵町

第5回大昭和祭り 大工町・新蔵町

白河ライオンズクラブ45周年記念式典 鹿島ガーデンヴィラ

大昭和祭り片付け 大工町・新蔵町

第4回三役会 白河ＪＣ会館

3日（金） 福島ブロック協議会　会員会議所会議 いわき市

7日（火） 第4回理事会 白河JC会館

9日（木） 白河ユネスコ協会役員会・総会 白河市役所

13日（月） 第7回企画室スタッフ会議 白河JC会館

15日（水） ご当地キャラフェスタ　実行委員会 白河市役所

5月

16日（土）

27日（水）

4月 20日（土）

29日（月）

30日（日）

4．各種会議・行事報告

1月

4日（金）

7日（月）

13日（日）

2月

23日（土）

3月

2日（土）



16日（木） 食と職の市　実行委員会 白河市役所

17日（金） ５月定例会５月定例会「繋がりを力に変えるソーシャルメディア活用セミナー」 白河JC会館

18日（土） 憲法タウンミーティング「どうなっているの？日本の憲法」 ビックパレットふくしま

21日（火） NPOカルチャーネットワーク総会 白河市産業プラザ 人材育成センター

22日（水） 第7回企画室会議 白河JC会館

23日（木） ２０１３年度会頭公式訪問 福島市

24日（金） （社）行田青年会議所　交流会 行田市

28日（火） 財政審査会議 白河JC会館

29日（水） じゃがいもクラブオープン杯 グランディー那須白河ゴルフクラブ

30日（木） 県南６ＪＣ理事長会議 須賀川市

31日（金） 第5回三役会 白河JC会館

5日（水） 第5回　理事会 白河JC会館

9日（日） （公社）二本松青年会議所　４０周年式典 ウェディングパレスかねすい

10日（月）
国立那須甲子青少年自然の家における「新しい公共」型の管理運営
に向けた試行的実施に関する運営協議会

那須甲子青少年自然の家

11日（火） 白河小峰ライオンズクラブ新旧役員離着任式 鹿島ガーデンヴィラ

13日（木） 第8回企画室スタッフ会議 白河JC会館

14,15,16日
（金土日）

ASPAC 韓国

15日（土） 新人研修セミナー 白河ＪＣ会館

18日（火） 白河ライオンズクラブ新旧役員交替式 鹿島ガーデン・ヴィラ

14日（月） 第8回企画室会議 白河ＪＣ会館

26日（水） 白河ユネスコ協会第2回役員会 白河市役所

26日（水） 6月定例会「しらかわ歴史勉強会～故きを温ねて、新しきを知る～」 白河ＪＣ会館

27日（木）
国立那須甲子青少年自然の家における「新しい公共」型の管理運営
に向けた試行的実施に関する運営協議会

那須甲子青少年自然の家

28日（金） We Believe取材を兼ねた19理事長座談会 郡山市民文化センター

28日（金） 参議院公開討論会 郡山市公会堂

28日（金） 財政審査会議 白河JC会館

1日（月） 第6回三役会 白河JC会館

3日（水） 地球にやさしい”ふくしま”県民会議県南地方会議 福島県白河合同庁舎

4日（木） 「社会を明るくする運動」法務大臣メッセージ伝達式 白河市役所

5日（金） 第6回理事会 白河JC会館

6,7日（土日） 第43回福島ブロック大会in会津喜多方 喜多方プラザ文化センター

11日（木） 第9回企画室スタッフ会議 白河JC会館

13日（土） 公益社団法人白河青年会議所　創立５５周年記念式典 ホテルサンルート白河

14日（日） じゃがいもクラブ会長杯＆白河・行田友好記念Ｗコンペ 白河ゴルフ倶楽部

17日（水） ７月定例会「志」VMVセミナー 白河JC会館

19日（金） 「しあわせの鐘を鳴らすのはあなた」 関川寺　他
20,21日（土日） サマーコンファレンス２０１３ パシフィコ横浜

23日（火） 第9回企画室会議 白河JC会館

25日（木） 財政審査会議 白河JC会館返信あり

27日（土） （公社）福島青年会議所　創立50周年式典 コラッセふくしま

30日（火） 白河市国際交流協会総会 白河市役所

1日（木） 第7回三役会 白河JC会館

3日（土） しらかわ魂2013 JR白河駅前イベント広場

5日（月） 福島ブロック協議会　役員会議 白河JC会館

5日（月） 第7回理事会 白河JC会館

6日（火） 白河ロータリークラブ　納涼会 JAしらかわ　セレモニープラザ

7日（水） BREITLING ウェルカム夕食会 母畑温泉　八幡屋

9日（金） 武門の縁～忍・桑名・白河、幕末への軌跡　オープニングセレモニー 白河集古苑

12日（月） 第10回企画室スタッフ会議 白河JC会館
17,18日（土日） 戸田ふるさと祭り 埼玉県戸田市戸田競艇場

（新）白河市中心市街地活性化基本計画策定に向けたワーキング
グループの開催

マイタウン白河

第10回企画室会議 白河JC会館

ご当地キャラこども夢フェスタin白河　開催地連絡会議 白河商工会議所

福島県立白河高等技術専門学校誘致活動期成会　通常総会 白河商工会議所

23日（金） 8月定時総会 白河JC会館

27日(火） 財政審査会議 白河JC会館

28日（水）
（新）白河市中心市街地活性化基本計画策定に向けたワーキング
グループの開催

マイタウン白河

31日（土） 一般社団法人猪苗代青年会議所　35周年記念式典 ホテルリステル猪苗代

1日（日） 災害支援「防災プロジェクト」実践訓練 二本松市　城山総合体育館

創立５５周年記念プロジェクト　～学校訪問～ しらかわ地域の幼稚園、小学校

第8回三役会 白河JC会館

3日（火） 創立５５周年記念プロジェクト　～学校訪問～ しらかわ地域の幼稚園、小学校

4日（水）
（新）白河市中心市街地活性化基本計画策定に向けたワーキング
グループの開催

マイタウン白河

白河市ご当地キャラ愛称選定委員会 白河市役所

第8回理事会 白河JC会館

6日（金） 東北地区協議会　第1回臨時会員会議所会議 大曲エンパイヤホテル

7,8日（土日） 東北青年フォーラム 秋田県大曲市

8日（日） 八重の桜と新撰組・白虎隊 白河市民会館

10日（火） 第9回県南６ＪＣ理事長連絡会議 まち工房たなぐら　多目的ホール

11日（水） 第５９回白河市発明展　審査会 白河市立図書館

12日（木） 第11回企画室スタッフ会議 白河JC会館

14日（土） 福島ブロック協議会　会員会議所会議 南東北総合卸センター

15日（日） 「絆」感謝祭 ウィル福島駐車場

17日（火） 白河市発明展　表彰式 白河市立図書館

9月

2日（月）

5日（木）

5月

6月

7月

8月
21日（水）

22日（木）



18日（水） ９月定例会「～あなた自身と、あなたの企業を見つめなおす。～JC青経塾」 白河JC会館

19日（木） 白河ＪＣじゃがいもクラブシニア会長杯ゴルフコンペ ザ・ダイナミックゴルフ倶楽部
21日（土）、22日（日） ご当地キャラこども夢フェスタｉｎ白河 白河市城山公園（小峰城前広場）及び駅前広場

24日（火） 第11回企画室会議 白河JC会館

26日（木） 財政審査会議 白河JC会館

やぶき復興祭 矢吹球場

「第７回アカデミー委員会」公開委員会 県農業総合センター

1日（火） 第9回三役会 白河JC会館
4日（金）～6日（日） 第62回全国大会奈良大会 奈良市内

7日（月） 第9回理事会 白河JC会館

9日（水） 第10回県南６ＪＣ理事長連絡会議 田村市船引中央公民館

11日（金） 第12回企画室スタッフ会議 白河JC会館

12日（土） 福島ブロック協議会「しゃくなげカップ２０１３チャリティーゴルフコンペ」 パーシモンカントリークラブ（伊達市）

16日（水） 創立５５周年記念プロジェクト「新日本プロレスからのメッセージ」 白河市中央体育館

18日（金） １０月定例会　進むべき「道」を考えよう 白河JC会館

20日（日） 「ベガルタ仙台レディース応援＆選手たちとのふれあいバスツアー」 宮城県角田市陸上競技場

22日（火） 第12回企画室会議 白河JC会館

24日（木） 白河西ロータリー・JC・YEG交流ゴルフコンペ ザ・ダイナミックゴルフ倶楽部

25日（金） 財政室審査会議 白河JC会館

1日（金） 第10回三役会 白河JC会館

3日（日） 行田青年会議所、白河青年会議所　親善事業 行田市内

5日（火） 第10回理事会 白河JC会館

11日（月） 第１１回県南６ＪＣ理事長連絡会議 （公社）郡山青年会議所　事務局

17日（日） じゃがいもクラブ　理事長杯　追い出しコンペ 白河国際カントリー倶楽部

18日（月） 11月定例会　次年度担当定例会 白河JC会館

23日（土） 福島ブロック協議会2013年度「アカデミー閉校式・事業報告会・卒業式」 ウェディングパーク相馬フローラ

26日（火） 財政審査会議 白河JC会館

29日（金） ２０１４年度福島ブロック会長 安斎 淳君を励ます会 ウエディングパレスかねすい

1日（日） リトルリーグ総会 サンフレッシュ白河

2日（月） 第11回三役会 白河JC会館

4日（水） 第11回理事会 白河JC会館

日本青年会議所東北地区会員会議所 山形市内

2013年度　12月定時総会 ホテルサンルート白河3階「桜」

公益社団法人白河青年会議所　2013年度　卒業式 ホテルサンルート白河3階「桜」

公益社団法人白河青年会議所　2013年度忘年会 ホテルサンルート白河2階「孔雀」

26日（木） 財政審査会議 白河JC会館

6日（月） 第12回三役会 白河JC会館

8日（水） 第12回理事会 白河JC会館

12月
7日（土）

9月

29日（日）

10月

11月

1月


